
 

 

 

 

 

 

 

 10月 17日（火）に開催された貴崎小学校学校運営協議会を覗かせて

いただきました。 

 今回は、オンラインで滋賀県野洲市立野洲小学校と結び、コミュニ

ティ・スクールの取組の交流が行われました。野洲小学校の地域学校

協働活動推進員さんから野洲っ子応援団等を通して子ども支援・学校

支援の様子を紹介していただき、「学校・地域・家庭、それぞれがで

きることをまず考える」を出発点とし、活動が積み上げられてきた様子が

よくわかりました。私自身が驚いたのは、野洲小学校の取組ではなく、貴

崎小学校の学校運営協議会のメンバーの一人が “野洲小学校の取組が参考

になるのでは？”とホームページの中で、野洲小学校を探し当てたことで

す。学校運営協議会のメンバーとして、子どもの成長のために何ができる

かという意識の高さがすごいなと感じました。そのことは貴崎小学校の学校運営協議会の会長さ

んを始め他のメンバーさんにも共通することですが、学校運営協議会のメンバーさん自身が自ら

コミュニティ・スクールのビジョンを共有しようとする動きは、貴崎小学校の宝物なんだと感じ

ました。 

 また、貴崎小学校の学校運営協議会には兵庫教育大学の安藤准教授

もメンバーに入っておられ、貴崎小学校の抱える課題である、児童減

少に伴う学校の運営の在り方を考える上で、先進校等の橋渡しなどサ

ポートしていただいています。これからは、学校運営協議会を含め、

学校・地域・保護者の中で、理解を深めていく上で対話が必要になっ

てくると思いますが、そういった面でもご助言いただけるのではと思

います。今回はその関係もあり、兵庫教育大学の学生さんも参観されていましたが、この学生さ

んたちが、教員として現場に出る頃にはコミュニティ・スクールが当たり前になっていたらいい

なと、そのためには・・・、頑張らないといけないなと思いました。 

 貴崎小学校の学校運営協議会に参加して、野洲小学校の取組を見ながら、改めて明石市が昭和

46年からすすめられてきた「人間優先の住みがいのあるコミュニティづくり」の土壌が明石のコ

ミュニティ・スクールにとっては宝であり、コミュニティ・スクールでその良さをより引き出

し、学校づくりと地域づくりの一体的推進をすすめていかなければいけないと改めて感じまし

た。 

 （野洲小学校ホームページ：https://www.city.yasu.lg.jp/school/yasusyo/index.html） 
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 10月 18日（火）に花園小学校で開催

された「総合的な学習の時間」担当者会

で「コミュニティ・スクール制度を活用

した総合的な学習の時間について」とい

うお題をいただき、お話をさせていただ

く機会を頂きました。 

 話をするにあたり、改めて“「改めて

総合的な学習の時間」って何”と原点に

戻ってみる必要があると考えました。原

点は 1996年中央教育審議会の答申に戻っ

てみてみると、今回の学習指導要領の前

文の要素が書かれています。そこから四

半世紀、改訂のたびに「生きる力」を実

現するポイントが出されてきました。そ

して今回は「社会に開かれた教育課程」

がそのポイントとしてだされています。

是非一度皆さんも読み比べていただけた

らと思います。そして、なぜ「生きる

力」が四半世紀も続いてきたのが考えて

みられるのはいかがでしょうか。 

 さらに 1996年答申の中には、「総合的

な学習の時間」がねらうところ、そし

て、社会とつながる必要性、社会全体で

子どもを育てていくことの大切さなど、

コミュニティ・スクールの方向性が書か

れています。今回「社会に開かれた教育

課程」と打ち出されたのは、「生きる

力」の実現に向け、“待ったなし”とい

った危機感があるのではと感じます。 

 今、学校現場には生活科の導入や、総

合的な学習の時間の導入に立ち会った先

生方も少なくなってきています。私自

身、“How to 生活科” “How to 総

合”と生活科や総合的な学習の時間の授

業づくりに目が向いてしまっていたとい

う反省があります。だから、今回カリキュラムに焦点があたり、カリキュラム・マネジメントの

必要性が強調されているのだと考えます。この機会に一連の流れを通して、未来を担う子どもた

ちに必要な資質・能力を育む仕組づくりを学校の中で、また学校運営協議会等で対話が生まれて

いったらいいなと今回の資料をつくりながら考えました。         （文責：北本） 
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